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電離陪の異常は大地震の前兆現象として最も有望なもののひとつである。地圏ー大気圏ー電離圏結合理論(Lithosphere-Atmosphere -
Ionosphere Coupling: LAICモデル）がこれらの現象を説明するために提案された。LAICモデルの化学チャンネルの可能性を観測学的に検証する
ため、我々は大気電場(AEF)、大気イオン濃度（AIC)、大気ラドン濃度(ARC)、ラドン散逸量(REQ)、気象要素の観測を行っている。大気電気学的
パラメータの地霞に関連する信号を検知するためには、地殻の活動によらない変動は取り除くぺきである。このため、本研究ではラドン散逸量と
気象要素の時系列データにマルチチャンネル特異スペクトル解析(Multi-channel Singular Spectrum Analysis: MSSA)を適用し、それらの変動の
間の関連性を調査した。そしてREQの元の時系列データから気象要素の影響を受けた変動の分離することで、地下起源の地中ラドン濃度変動を
評価し、地震活動との関連性を調査した。
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表1観測パラメータ一覧
大気イオン濃度(AIC)
大気電場(AEF)
気象要素
大気ラドン濃度(ARC)
① 
大気ラドン濃度(ARC)
② 
ラドン散逸量(REQ)
コムシステム株式会社
COM-3700 
Boltek EFM-100 
Davis WEATHER STATION 
Vantage Pro2 Plus 6162C 
Saphymo 
AlphaGUARD PQ2000PRO 
応用光研工業株式会社
Radon Monitor 
応用光研工業株式会社
Radon Monitor 
2013.03.08 
2013.05.29 
2013.05.29 
2013.08.21 
2013.06.05 
2013.06.05 
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解析した時系列データ
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図4 舷析に用いた観測時系列データ (2015.8.25-2016.2.29) 
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図5冑線：REQ時系列データ
橙色線：気温もしくは気圧に関連する変動の主成分を差し引いた残差
